
■地上・床面上から1.8m以上の高さに取り
　付けてください。
　また、樹木・工作物から30cm以上離して
　ください。

■【D種接地工事】アース工事は電気設備技術基準

　に従い確実に行ってください。

■決められた取り付けかた以外は、絶対にしないでくだ

　さい。

　また、床や台などに置いて使用しないでください。

　⇒落下・感電・火災の原因となります。

■爆発物・揮発性引火物のある場所には、取り付けない

　でください。⇒爆発・火災の原因となります。

■腐食性ガスの雰囲気がある場所には、取り付けしないで

　ください。⇒変質・変色・絶縁不良・落下の原因とな

　ります。

■振動の激しい場所には取り付けしないでください。

　⇒落下の原因となります。

■容易に開閉できる場所に、必ず専用の開閉器を

　設けてください。

■捕虫リボン等を電撃殺虫器といっしょに使用しない

　でください。⇒火災の原因となります。

■器具に飛びついたり揺らしたりしないで
　ください。

電気設備
技術基準

電気設備
技術基準

取り付け

引火物

腐食性
ガス

電源線
接続

アース
工事

振動

引火物

金属物の
差し込み

捕虫
リボン

電源を
切って

専用
ランプ

方向性

■器具を改造したり、部品を変更して使用しないでくだ

　さい。⇒落下・感電・火災の原因となります。
改造

■器具の取り付けは、強風に耐える地盤の

　しっかりした場所に、「器具の取り付け

　かた」に従って、行ってください。

　⇒倒壊・感電・火災の原因となります。

振動

ARS32110

　⇒変質・変色・火災の原因となります。

　⇒感電の原因となります。

　⇒器具の落下・ケガの原因となります。

■ランプ等の部品類の交換やお手入れは、電源を切って

　から行ってください。⇒感電の原因となります。

■ランプ交換の際は、本体表示および取扱説明書通りの

　ランプをご使用ください。

　⇒過熱により器具の変色・変形・火災の原因となります。

取扱説明書電撃殺虫器（屋外用）

型　名

保管用

このたびは電撃殺虫器インセクト・キールをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございました。
ご使用の前に、電撃殺虫器を正しく安全にご使用いただくため、この取扱説明書を必ずお読みください。

【取扱説明書・本体表示ラベルには、人身事故や物的損害を未然に防ぎ、本品を安全にご使用いただくために、重要な内容を記載しています】

【器具の施工は電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店にご依頼ください】

【工事が終わりましたら、この取扱説明書は必ずお客様へお渡しください】

安全のため必ずお守りください

■この器具は周囲温度が5℃～35℃の範囲内

　でご使用ください。

　⇒絶縁不良・感電の原因となります。

■この器具の定格電圧は100V±6％です。電源電圧は、

　器具を取り付ける前にご確認ください。

　⇒ランプ・安定器の寿命が短くなったり、火災の原因

　となります。

【誤った取り扱いをしたときに、障害または家屋・家財などの損害に結びつく可能性のあるものを示しています】注意

【いつでもご覧になれるところに、大切に保管してください】

■殺虫剤・スプレ-等、引火物の噴霧はしないでください。

警告 【誤った取り扱いをしたときに、死亡や重傷などの事故に結びつく可能性のあるものを示しています】

　⇒爆発・火災の原因となります。

■金属棒等で電撃格子を絶対にさわらないでください。

　また器具のすきま・穴等に金属物を差し込まないで

　ください。⇒感電・火災・故障の原因となります。

■ランプや器具を布・紙等の可燃物で覆ったり、かぶ

　せたり、燃えやすい物を近づけないでください。

　⇒火災の原因となります。

■雷が近づいているときは、専用開閉器を切ってくだ

　さい。⇒故障の原因となります。

■この器具には安全装置がついております。保護ガードに触れますと安全

　装置により、電源が切れるようになっております。

　また、保護ガードがよごれていたり、使用環境によっても、安全装置が

　動作することがあります。⇒電源が切れても故障ではありません。正し

　い状態に戻しますと、自動的に電源が入ります。 
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警告 【誤った取り扱いをしたときに、死亡や重傷などの事故に結びつく可能性のあるものを示しています】

工事店様へ

お客様へ 使用上のご注意

【シンボルマ-クのご説明】
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■電源線接続は確実に行ってください。

　⇒発熱・火災の原因となります。

ｍ以上

ｃｍ以上30

1.8

可燃物

温度

ARS-T-01(N)



①専用開閉器を入(ON)にしてください。

　赤色ランプと捕虫ランプが点灯し、電撃格子に

　高電圧が流れます。

①本体に付いている保護パットを、すべて取り除いてください。

②保護ガードを取り付けている４個のねじをはずし、保護ガード

　を下へ取りはずした後、アームキャップをはずしてください。

③コード止め金具の上部へ、

　コードを10cm以上出し、

　止め金具にコードをしっ

　かり止めてください。

安全装置基板

赤色ランプ

支持アーム

ランプ支持バネ

付 属 部 品

保護ガード

防水 LCソケット

捕虫ランプ
（FCL-32BL）

電撃格子

アームキャップ

グローランプ
　　（FG-5P）

高圧トランス

ヒューズ （３A）

器具内電線

部　品　名 個数

コード止め金具

防水プラグ

１

１

１

部　品　名 個数

φ12チューブ １

2

電源線 アース線

④コード止め金具をポールに挿

　入し、支持アームをポールに

　入れて組み立ててください。

※パイプの間にコードをはさま
　ないようにご注意ください。

⑤器具内電線とコードは、支持アームの上部へ引

　き出し、絶縁被覆付接続子等で接続してくださ

　い。作業が終わりましたら、支持アームの中へ

　入れてアームキャップでふたをしてください。
　保護ガードを元に戻し4個のねじをしっかり締
　めてください

⑥ポール下のコード出口付近は、ビニールチューブで

　コードを保護してください。

⑦埋め込みする部分は、ネカセパイプ

　2本を　に取り付けて、全長の１/6 以上

　埋め込み、コンクリート等で固定して

　ください。
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■器具のよごれは、乾いたやわらかい布、または水・中

　性洗剤を含ませたやわらかい布をよく絞り清掃してく

　ださい。
※清掃時に、ガソリン・シンナ－等の薬品は絶対に使用

　しないでください。

　⇒変色・変形・火災の原因となります。

■ソケットの樹脂部には、水・洗剤・薬品等は使用しな

　いでください。⇒部品の劣化・感電の原因となります。

■器具の水洗いは絶対にしないでください。

　⇒感電・故障の原因となります。

■定期的に工事店等の専門家による、点検を行ってください。

■ご使用中に異常が生じたときは、ご使用になるのをやめ、電源プラグを

　抜き、販売店・工事店にご相談ください。　

■器具には寿命があります。設置後10年たちますと、外観に異常がなく

　ても、内部部品等の劣化は進行しています。器具の点検、または交換

　をしてください。

　この器具の寿命の目安は、1日10時間使用で約10年です。

■ランプや碍子、電撃格子に塵埃・虫が付着しますと、

　殺虫器本来の性能が低下します。乾いた布で清掃して

　ください。

薬品等

水・洗剤
薬品等

清掃

水洗い

【必ず電源を切ってください】

　

②ランプ交換・保守点検の際は、必ず専用開閉器を
　切(OFF)にし、保護ガードをはずしてから行って
　ください。保護ガードを取り付けている４個のね
　じをはずしますと、保護ガードは下へはずれます。

器具の取り扱いかた

器具の取り付けかた

■捕虫ランプの寿命（近紫外光が出力される時間）は5,000時間です。

　ランプが点灯していても寿命を過ぎたランプからは、捕虫に有効な

　近紫外光が出力されなくなり、捕虫効果が低下します。

　一般的なご使用の場合1～2年での交換をお勧めします。

　また、グローランプはランプ交換3回に一度の割合で交換してください。

各部のなまえ

お手入れのしかた

修理のお願い

器具について

三興電機株式会社 〒272-0014　千葉県市川市田尻5-15-16 TEL(047)-379-3311 FAX(047)-379-3314

黒 ･ 白 緑

ポール ネカセパイプ

※コードは付属しておりません。

※ランプ交換の際は必ず捕虫ランプをご使用ください。一般の蛍光ランプ

　には誘虫効果はありません。尚、殺菌用ランプのご使用は絶対にしない

　でください。部品の劣化や、人体に影響を及ぼす怖れがあります。


